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９
月
20
日
、
渋
川
市
・
ホ
テ
ル
木
暮

に
お
い
て
、
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を

挙
行
。顧
問
の
上
野
宏
史
衆
議
院
議
員
、

群
馬
県
警
察
本
部
、
群
馬
県
防
犯
協
会

等
の
来
賓
と
、
全
国
団
体
及
び
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
都
県
の
理
事
長
を
迎
え
、
華
や

か
に
執
り
行
っ
た
。

　

木
村
順
一
理
事
長
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
の
言
葉
を
交
え
な
が
ら
「
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
頑
張
り
が
業
界
の
発
展

に
つ
な
が
る
」
と
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、「
技
術
に
加
え
、
お
客
様
へ
の
丁
寧

な
接
客
が
次
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が

る
」「
自
転
車
に
起
因
す
る
交
通
事
故

防
止
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
尽
力
し
て
い

セ
ー
ル
ス
講
習
会
を
実
施

群
馬
県
電
機（
商
）

創
立
60
周
年
を
祝
う

群
馬
県
自
転
車（
協
）

技
能
講
習
会
を
実
施

群
馬
県
塗
装
看
板（
協
）

　

次
い
で
、「
街
の
電
気
店
の
強
み
は
、

『
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る
関
係
性
』

で
あ
る
。
特
に
女
性
は
困
り
ご
と
の
共

感
や
、
心
配
等
の
情
に
語
り
掛
け
て
く

れ
る
相
手
を
好
む
傾
向
に
あ
り
、
相
手

に
『
私
の
こ
と
を
心
配
し
、
常
に
気
づ

か
っ
て
く
れ
る
専
門
家
』
と
思
わ
せ
る

信
頼
関
係
の
構
築
・
継
続
が
売
り
上
げ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
。

　

最
後
に
、「
女
性
は
製
品
の
ス
ペ
ッ
ク

よ
り
イ
メ
ー
ジ
を
重
要
視
す
る
傾
向
が

あ
り
、『
こ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
で
生
活

は
ど
う
良
く
な
る
か
』
を
想
像
さ
せ
る

提
案
が
必
要
」
と
説
明
。
提
案
時
に

有
効
な
話
法
と
し
て
①
Ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ

（
シ
ー
ン
）、
②
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
（
価
値
）、

③
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
（
事
実
・
特
徴
）
の
順
に

話
す
「
Ｓ
Ｖ
Ｆ
話
法
」
を
解
説
し
、
講

習
を
し
め
く
く
っ
た
。

　

９
月
13
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
農
協

ビ
ル
に
お
い
て
、「
女
性
視
点
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開

催
し
た
。
講
師
は
、
女
ゴ
コ
ロ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
研
究
所
所
長
の
木
田
理
恵

氏
。

　

木
田
氏
は
ま
ず
、
年
々
市
場
が
拡
大

し
て
い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
業
界
に
つ
い

て
、「
他
業
界
か
ら
の
参
入
も
多
く
、
個

人
の
電
気
店
の
受
注
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
は
家
電
と
並
ん
で
、

家
庭
に
お
け
る
女
性
の
決
定
権
が
強
く
、

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売
戦
略
を
練

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
説
明
。

く
」
と
、
地
域
自
転
車
店
に
求
め
ら
れ

る
経
営
や
、
県
域
の
組
織
を
生
か
し
て

の
交
通
安
全
へ
の
取
組
み
を
力
強
く
訴

え
た
。

　

続
い
て
、
群
馬
県
防
犯
協
会
、
群
馬

県
交
通
安
全
協
会
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、

組
合
・
業
界
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
９

名
に
対
す
る
理
事
長
表
彰
を
行
っ
た
。

　

修
理
の
対
応
や
交
通
安
全
推
進
の
た

め
に
も
身
近
な
自
転
車
店
が
不
可
欠
で

あ
る
と
再
確
認
す
る
式
典
と
な
っ
た
。

多くの参加者とともに60周年を祝った

熱心に受講する参加者

　

９
月
20
日
、
前
橋
市
・
前
橋
高
等
職

業
訓
練
校
に
お
い
て
、「
常
温
亜
鉛
メ
ッ

キ
Ｚ
Ｒ
Ｃ
工
法
の
施
工
管
理
」
を
テ
ー

マ
に
技
能
講
習
会
を
行
っ
た
。講
師
は
、

株
式
会
社
ゼ
ッ
ト
ア
ー
ル
シ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
営
業
部
長
の
宮
原
重
之
氏
。

　

Ｚ
Ｒ
Ｃ（
Ｚ
ｉ
ｎ
ｃ 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ 

Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
）
は
、「
常
温
亜
鉛

め
っ
き
」
と
も
呼
ば
れ
、
Ｚ
Ｒ
Ｃ
と
い

う
特
殊
な
塗
料
を
塗
布
す
る
こ
と
で
、

溶
融
亜
鉛
め
っ
き
と
同
様
の
防
錆
効
果

が
得
ら
れ
る
工
法
の
こ
と
。
施
工
に
は

（
株
）ゼ
ッ
ト
ア
ー
ル
シ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

が
実
施
す
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
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実習は順々に全員が受講する形で行われた

事業所内で記念撮影

商品説明に聞き入る来場者

恒
例
の
優
良
事
業
所
視
察
を
実
施

太
田
機
械
金
属
工
業（
協
）

地
域
に
寄
り
添
う
パ
ー
ト
ナ
ー
に

太
田
ガ
ス
事
業（
協
）

り
、
本
講
習
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
60
名
以
上
の
組
合
員
が
参

加
し
、
Ｚ
Ｒ
Ｃ
工
法
の
概
要
、
施
工
の

手
順
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
実
際
に
塗
料
を
用
い
て
、
施
工
の

実
習
を
行
っ
た
。

　

10
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
太
田

市･

テ
ィ
ア
ラ
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
、
秋
の
大
感
謝
祭
を
開
催
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
本

イ
ベ
ン
ト
は
、
最
新
の
ガ
ス
機
器
の
展

示
や
紹
介
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
組
合

が
地
域
の
お
客
様
と
交
流
す
る
こ
と
の

で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
ガ

ス
器
具
等
を
特
別
価
格
で
販
売
す
る
と

と
も
に
、
ガ
ス
や
電
気
に
関
す
る
生
活

　

10
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
石
川

県
小
松
市
「
株
式
会
社
小
松
製
作
所
粟

津
工
場
」
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

建
設
機
械
の
日
本
シ
ェ
ア
Ｎ
ｏ
．
１

で
、
建
機
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の

取
組
み
が
有
名
な
同
社
だ
が
、
プ
レ
ス

機
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
と
い
っ
た
産
業

機
械
の
製
造
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

機
械
の
電
子
制
御
部
品
を
自
社
開
発
す

る
も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
同
社
の
最
新
技
術
や
そ
の
取

組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
視
察
を

実
施
。
組
合
員
企
業
・
事
務
局
併
せ
て

17
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
同
社
の
担
当
者
か
ら
粟
津

工
場
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
産
業

機
械
、
建
設
機
械
の
順
に
製
造
工
場
を

視
察
し
、
同
社
が
製
造
す
る
最
新
鋭
の

産
機
・
建
機
の
製
造
工
程
を
見
学
し
た
。

実
際
の
産
機
・
建
機
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
通
し
て
同
社
が
目
指
す
「
ス
マ
ー
ト

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向

け
た
取
組
み
を
学
ん
だ
。

　

２
日
目
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
並
び
に
近

相
談
を
実
施
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
相

談
コ
ー
ナ
ー
や
住
宅
設
備
機
器
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
な
ど
、
ガ
ス
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
を
快
適
で
豊

か
に
す
る
総
合
的
な
提
案
を
行
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
太
田
女
子
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、
豪
華
賞

品
が
当
た
る
抽
選
会
等
が
行
わ
れ
、
２

日
間
で
約
１
，
０
０
０
人
の
来
場
者
を

大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　

大
塩
理
事
長
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

商
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的

で
は
な
い
。
ま
ず
商
品
を
手
で
触
れ
、

目
で
見
て
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
何
よ
り
地
域
の

お
客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
の
場
所
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

隣
の
観
光
を
実
施
。
見
聞
と
組
合
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
充
実
し
た
２
日
間

と
な
っ
た
。




